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◼ 背景：ベトナムでは死亡原因の7割を非感染性疾患が占め、その第一位は脳卒中である。 2015年からNCGMはバックマイ病院と連携し、脳
卒中患者のチーム医療導入をすすめ、R4年度は脳卒中患者登録・症例検討、脳卒中診療ガイドライン作成、高次機能障害の評価、リハビリ
装具製作、嚥下食献立立案、脳卒中病態看護関連図作成等の支援を行なってきた。

◼ 事業目的：バックマイ病院等における脳卒中診療・リハビリ・栄養・看護の質の向上およびチーム医療体制の強化に寄与する。

◼ 事業概要：R5年度はバックマイ病院において脳卒中患者登録情報の分析、心原性脳塞栓症の症例検討、高次機能障害・失語症の評価
及びリハビリ、リハビリ装具製作と臨床使用、嚥下食・経管栄養ガイドライン作成、脳卒中看護ガイドライン作成の支援等を行う。また、バックマイ
病院が行う地域病院への技術移転を支援する。

◼ 期待される成果と波及効果：2024年2月までに、脳卒中患者評価指標分析結果の提示、心原性脳塞栓症の診断・治療プロトコール確立、
高次機能障害・失語症の評価及びリハビリ・リハビリ装具の臨床使用体制の確立、嚥下食・経管栄養ガイドライン発行、脳卒中看護ガイドライ
ン発行などの成果達成が期待される。また、それらがベトナム保健省から承認・保険収載され、より広範な地域病院への波及効果も期待される。
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作成日：令和5年3月15日

＜研修スケジュール予定＞

5月-2月 オンライン研修 (延70名)
• 脳卒中診療、リハビリ、栄養、看護の技術及び
制度研修

10月 研修生受入 (10名): 2週間
• 脳卒中診療、リハビリ、栄養、看護の技術及び
制度研修

12月 専門家派遣 (12名): 1週間
• 現地技術支援・評価、脳卒中セミナー開催

本邦研修
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